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   This paper introduces a traditional Japanese mathematical manuscript, Chinsai Junanako, 1687. 
This monograph is a collection of 48 problems as to various geometrical figures. The most notable 
article among them is the description of land survey utilizing the cross-staff. The author points out 
the establishment of this European instrument in Japan found during the 17th century.







































































































































































































































































正方形の1辺の長さAB = a、目標物までの距離PB = x、
Dがスライドした長さDD’ = bとすると、簡単な相似比
から次の式が得られる。
a : b = x : a       ∴　x = a2 / b 
距離 x を求めるだけであるならば、この式だけで解答は
導かれている。ところが、この個所の本文では距離 x’
として　x’ = a / bω を測量した値として計算している。
ここでωは、1 間と a の比率 6.5 : a = 1 : 1/ωとして定義
される。この計算を示した原文では、距離を単位「間」

















































































































　　　　　　　    a : b = x : h 
　　　　　　　    a - c : b = x - d : h








ことで、原文ではまず a / c = 130を導く。その後にd
［図5］　クロス･スタッフ
JohnSeller, Practical Navigation, 1730より
［図6］　クロス･スタッフの使用例




Leonard Digges, A booke named Tectonicon, brieflie shewing 
the exact measuring, and speedie reckoning all manner of land, 
squares, timber, stone, steeples, pillers, globes, etc.,  1603より
［図9］　クロス･スタッフによる距離の算出
8 佐藤　賢一 （2021 年 2 月）
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（4）「𨦈」の字について。この文字は「きょく」または「か
ね」と読ませていたと想像されるが、『枕砕十七綱』独
自の用語で、非常に多義的である。①金属製の曲尺のこ
と。②これから派生して物差し全般のこと。③比率、割
合のこと。これらは文脈によって意味が使い分けられて
いる。
（5）垂直に立てた棒を用いて、直角三角形の相似比から山の
高さや山までの距離を計測する測量法は、古代中国にお
いても知られていた。例えば、3世紀の『海島算経』に
その記載が確認されるが、ここで用いられている方法と
は全く別系統と見なせる。1650年代に撞木状の棒を用い
た測量法が存在したことを間接的に示唆する史料として
は、国立天文台所蔵『丁見伝授』（1743年）を挙げられる。
この史料を伝授した流派の元祖として山崎重次の名前が
記され、万治2年（1659年）に伝授のあった旨が記され
ている。その内容が1659年から変化を蒙っていないと
するならば、間違いなくクロス･スタッフに関する国内
最初の言及ということになるが、後代の写本であること
からその保証は得られない。本稿第3章の議論を参照の
こと。
（6）東京大学史料編纂所編『日本関係海外交渉史料　オラン
ダ商館長日記　訳文編10』（2005年）、246頁。
（7）前掲「蘭学の受容」を参照。
